
室温で駆動する増感型熱利用発電電池の設計 

Design of a sensitised thermal cell driven at room temperature 
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増感型熱利用発電 (Sensitized Thermal Cell, STC)は、半導体内

でフォノン励起した電荷により電解質イオンを酸化還元し発

電する、新しい熱エネルギー変換技術である 1-3。熱源に埋め

て使用することが可能であるが、設置温度で化学平衡に達する

と発電は終了する。STC の興味深い点は、発電終了後にスイッ

チを切って熱源に放置すると、放電時とは異なる平衡状態に移

行し、再度放電可能になることである 4。今回我々は、この平

衡状態の移行が電解質内のイオン移動にあることに着目し、電

解質の厚みを変えて発電挙動を検討した。 

n-Si/Cr/Geウェハを作用極に、FTO電極を対極に、CuCl, CuCl2, 

LiCl in PEGを電解質として電極間 85～342 mのシート型セル

を作製し、80℃における発電挙動を確認したところ、電極間が

小さいほど良好な回復を示した (Fig. 1a) 5。そこで Ge および

Pt の櫛型電極を作製し電極間を数mとして同電解質にて発電

挙動の温度依存性を確認したところ、室温では発電するが

80℃では発電が確認できなかった(Fig. 1b)。発表では本挙動に

関し電解質内のイオン拡散長と絡め、STC 設置希望温度での電

池設計指針について提案する。 
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Fig. 1 (a) Appearance of the 

sheet-type cell and the 

open-circuit voltage (Voc) at 200 

nA discharging. Cell X had the 

X m electrode distance. (b) 

Appearance of the comb cell, the 

temperature-dependence Voc, 

and the discharge time at 30 ºC. 
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